一般社団法人水戸観光コンベンション協会コンベンション感染対策・ハイブリッド開催支援助成金交付要項

（趣旨）
第１条　一般社団法人水戸観光コンベンション協会（以下「協会」という。）は，ウィズコロナ社会における安心・安全なコンベンションの開催を積極的に支援し，水戸市のコンベンション関連産業の振興に寄与するため，水戸市において開催されるコンベンションに対し，予算の範囲内において，コンベンション感染対策・ハイブリッド開催支援助成金（以下「助成金」という。）を交付するものとし，その交付については，この要項の定めるところによる。
　（定義）
第２条　この要項において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定めるところによる。
(1) コンベンション　学会，大会，会議又はこれらに準ずるもの。
(2) ハイブリッド開催　コンベンションの主催者や登壇者，出展者等の開催関係者及び参加者（以下「コンベンション参加者等」という。）の一部が水戸市内の会場に来場し参加するとともに，その他のコンベンション参加者等がオンライン配信等により参加することでコンベンションを開催するもの。
（交付の対象）
第３条　助成金の交付対象とするコンベンションは，新型コロナ感染症の感染対策又はハイブリッド開催をするもので，次の各号に掲げる要件をすべて満たすものをいう。
(1) 開催される場所が水戸市内であること。
(2) 名称，参加者の募集範囲等から関東ブロックと同等以上の地域を対象とするコンベンションと認められるもの。
(3) 水戸市内の会場に来場する参加者の数が50名以上であること。
(4) 水戸市内及びその周辺の市町村において定期的に開催されるものでないこと。
２　次のいずれかに該当するコンベンションは助成金の交付対象としない。　
(1) 国又は地方公共団体が主催するもの。
(2) 水戸市から補助金等の交付を受けているもの。
(3) 不特定多数の者から入場料を徴収する等興業及び営利を目的とするもの。
(4) 特定の宗教の布教・勧誘又は政治的な宣伝・主張を目的とするもの 
(5) 公序良俗に反するもの。
（助成対象経費等）
第４条　補助対象経費，助成率及び上限額は，別表に定めるとおりとする。
２　助成金の額は，別表に定める上限額に関わらず，助成金の額が，当該コンベンションの開催費用の１/２を上回ってはならない。また，助成金を算入することにより収入額が支出額を超えることとなる場合は，収支が一致することになる額を上限額とする。
（交付の申請）
第５条　助成金の交付を受けようとする者（以下「主催者」という。）は，開催の１か月前までにコンベンション感染対策・ハイブリッド開催支援助成金交付申請書（様式第１号）に関係書類を添えて，一般社団法人水戸観光コンベンション協会会長（以下「会長」という。）に提出しなければならない。
２　申請書の提出において主催者と支払先口座名義人が異なる場合は，主催者は，申請書とあわせて委任状（様式第２号）を会長に提出しなければならない。
３　会長は、第１項の決定のため、必要に応じ、主催者に対し情報及び資料の提出を求めることができる。
（交付の決定）
第６条　会長は，前条の規定による申請があった場合は，速やかにその内容を審査し，適当と認めるときは交付を決定し，コンベンション感染対策・ハイブリッド開催支援助成金交付決定通知書（様式第３号）により主催者に通知するものとする。
２　会長は，助成金の交付の決定に当たり，前項に定める条件のほか，会長が必要と認める事項について条件を付すことができるものとする。
（申請内容の変更等）
第７条　前条の規定により交付の決定を受けた主催者は，交付決定後においてその事業内容を変更又は中止する場合には，コンベンション感染対策・ハイブリッド開催支援助成金交付変更・中止承認申請書（様式第４号）に変更又は中止の内容が確認できる書類等を添えて会長に提出し，その承認を受けなければならない。
２　会長は，前項の規定による申請があったときは，その内容を審査し，承認すべきと認めたときは，コンベンション感染対策・ハイブリッド開催支援助成金交付変更・中止承認通知書（様式５号）を主催者に通知する。
（実績報告）
第８条　主催者は，コンベンションが終了したときは，速やかにコンベンション感染対策・ハイブリッド開催支援助成金実績報告書（様式第６号），コンベンション感染対策・ハイブリッド開催支援助成金請求書（様式第７号）を会長に提出しなければならない。
（助成金の額の確定等）
第９条　会長は，前条の実績報告を受けた場合には，その報告に係る成果が助成金の交付の決定の内容及びこれに付した条件に適合すると認めるときは，交付すべき助成金の額を確定し，助成金を交付するものとする。
２　会長は，前項の決定のため，主催者に対し報告等を求めることができる。
（助成金の交付決定の取り消し・返還請求）
第10条　会長は，助成金の交付の申請及び実績報告の内容に虚偽，錯誤又は遺漏があると認められたとき，交付条件に違反するものと認められるとき又はこの要項に基づく会長の報告等の求めに主催者が適切に対応しないときは，助成金の交付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。
２　主催者は，前項の規定により助成金の交付の決定を取り消された場合において，当該取消しに係る部分について既に補助金の交付を受けているときは，市長の指定する期日までに当該補助金を返還しなければならない。
３　会長は，第１項の決定のため，主催者に対し報告等を求めることができる。
（助成金の経理等）
第11条　主催者は，当該助成事業に係る経理を他の経理と区分し，その収支を明らかにしておくほか，帳簿及び証拠書類を当該コンベンションの終了した年度の翌年度から起算して５年間保存しておかなければならない。
（協会からの支援に係る宣伝協力）
第12条　主催者は，当該助成事業について，協会から支援を受けた旨を当該コンベンションに係る資料，告知，案内文，会場に掲げる看板等に表示するよう努めるものとする。
２　主催者は，ハイブリッド開催を行う場合，当該コンベンションのオンライン配信時において，協会が提供する水戸市のＰＲ動画を配信するよう努めるものとする。
（補足）
第13条　この要項に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。

附　則
１　この要項は，令和３年６月１日から施行する。
附　則
１　この要項は，令和４年６月１日から施行する。



別表（第４条関係）
	助成対象経費
	助成率
	上限額

	経費区分
	例
	
	

	消耗品費
	マスク，消毒液，検温済みリストバンド，間仕切り用アクリルパネル 等
	1/2
	100，000円

	役務費
	インターネット利用料，配信アカウント設定費　等
	
	

	工事費
	仮設インターネット回線開通・撤去工事費 等
	
	

	賃借料
	サーモカメラリース代，空気清浄機リース代，配信機材リース代　等
	
	

	委託料
	オンライン配信委託料，音響・撮影機材操作委託料 等
	
	



